
立正大学大学院経済学研究科

　本研究科では大学院教育を社会人と留学生にも広く開放したいと考えています。

　社会人の大学院生には、通常２年の修士課程を３年 ・４年に延長する長期履修

制度を導入しています（博士後期課程の場合、４年 ・５年 ・６年）。

　また、留学生に対しては、論文作成やプレゼンテーションのための日本語教育

にも力を入れています。 研究科長　河原 伸哉
■専門分野 �国際経済学 ・� �

環境経済学

教員紹介 � Graduate School of Economics

Graduate School of Economics

戎野 淑子
■専門分野
労使関係論，労働経済学 	

苑 志佳
■専門分野
中国経済論，アジア経済論 	

王 在喆
■専門分野
経済発展論，中国経済論 	

小沢 奈美恵
■専門分野
アメリカ文学とアメリカ文化 	

小野﨑 保
■専門分野
非線形経済動学，� �
複雑系経済学

	

川口 真一
■専門分野
財政学，租税論 	

北原 克宣
■専門分野
農業経済論，地域経済論，
土地経済論

	

真田 治子
■専門分野
日本語学，計量言語学，� �
日本語史

	

芹田 浩司
■専門分野
開発経済，ラテンアメリカ
経済，多国籍企業論

	

髙橋 美由紀
■専門分野
日本経済史，歴史人口学 	

林 康史
■専門分野
金融論，外国為替論，� �
金融法

	

ホーマン 由佳
■専門分野
英語教育，メディア英語 	

宮川 幸三
■専門分野
経済統計学，産業連関分析 	

村田 哲子
■専門分野
日本経済論 	

渡部 真弘
■専門分野
メカニズム・デザイン 	

慶田 昌之
■専門分野
金融論 ・マクロ経済学・� �
国際金融

	

小林 幹
■専門分野
非線形力学系の解析と制御 	

櫻井 一宏
■専門分野
環境政策評価，� �
流域 ・沿岸域管理政策

	

平 伊佐雄
■専門分野
ヨーロッパ中世経済史，� �
修道院史

	

外木 好美
■専門分野
企業の設備投資行動 ,� �
無形資産 , 企業価値

	

中村 宗之
■専門分野
経済理論� �
（貨幣，信用論，分配論）

	

森山 秀二
■専門分野
中国語，中国古典文学，� �
漢籍版本研究

	

吉田 友美
■専門分野
環境財や観光地の� �
経済評価

	

王　芮
■専門分野
マクロ経済学 	

小林 隆史
■専門分野
都市地域計画，� �
オペレーションズ・リサーチ

	

宮岡 暁
■専門分野
環境経済学，� �
応用ミクロ経済学

	

山口 和男
■専門分野
ゲーム理論・公共経済学・
ミクロ経済学



Graduate School of Economics

　本制度は、通常、修業年限を２年とする大学院修士課程を３～４年、修業年限を３年とする博士後期課
程を４～６年かけて修了することのできる制度です。そして、経済的負担などを考慮し、授業料等は通
常の修業年限分の総額を長期履修制度による修業年限（修士課程で３～４年、博士後期課程で４～６年）
で分割した額を１年分として納入していただきます。

長期履修制度 � Graduate School of Economics

試験について � Graduate School of Economics

募集人数 試験科目 試験日程

修士課程 10名 小論文 ・面接 12月 ・ ２月

博士課程 ６名 面接 12月 ・ ２月

■詳細は経済学研究科HPをご覧ください。https://keizai.ris.ac.jp/master/
■立正大学大学院経済学研究科　TEL：03（3492）7529　E-mail：eco@ris.ac.jp

アクセス � Graduate School of Economics

〒141-8602 東京都品川区大崎4-2-16

■JR山手線 ：五反田駅または大崎駅下車徒歩５分
■都営浅草線 ：五反田駅下車徒歩５分
■東急池上線：大崎広小路駅下車徒歩１分

（東京卸売センター）
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ピックアップ授業 � Graduate School of Economics

小野﨑 保

■市場とは何かを理解する
　ミクロ経済学は市場の機能を解明することを目的としています。市場
理論の研究は180年以上に渡る蓄積がありますが、とりわけ1970年代以降
には情報とゲームの理論が応用されることでミクロ経済学は大きく拡充
されてきています。とは言え、市場の機能が本質的に解明されたとは未だ
に言えない状況にあり、さらにデジタル技術とインターネットの普及に
より分析対象の市場それ自体が大きな変貌を遂げつつあります。市場の
本質を深く理解するためにさまざまな模索をしていきます。

■人口と経済
　人口と経済を歴史的な観点から考察します。
中心となるのは、日本の場合は江戸時代で、こ
のようなアプローチは「歴史人口学」と呼ばれ、
ヨーロッパ発祥の学問です。江戸時代に作成さ
れた古文書などの歴史資料を用いながら、人口
変数を手がかりにそれぞれの地域の生活や経済
の状態や変遷を学びます。髙橋 美由紀


